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　真庭市の標高の高い山里に堂々と天に向かってそびえ立つ
一本桜。規模・樹齢ともに県下一と言われ、幹の周囲は7.1m、
根元周囲9.2m、樹高18m、枝張りは東西南北に20mあり、
推定樹齢はおよそ1,000年。桜の種類は、ヒガンザクラの一
種のアズマヒガン。昭和47年12月９日、岡山県の天然記念
物に指定され、新日本名木百選にも選ばれている。
　「醍醐桜」の名前の由来は、鎌倉末期の元弘の乱により後
醍醐天皇が隠岐に流される途中ここに立ち寄り、美しさを称
賛せられたとの言い伝えによる。毎年満開の時期には県内外
から多くの観光客が訪れる。
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　平成 25 年度下期「中国地区印刷協議会」が、２月
21日（金）に、広島で開催され中国地区５県から 50
名の組合役員が参加した。
　最初に、喜瀬　清会長から開会の挨拶から始まった。
喜瀬会長は、「昨年、全印工連の産業戦略デザイン室が
発表した印刷道は、是非購入していただき、これから
先の印刷業界の進むべき方向を模索していただきたい。
会社の大小ではなく、創業 100 年を超えて今なお営業
を続けている会社も紹介されている。組合員皆さんに
参考にしていただきたい。」と挨拶があった。
　続いて、全印工連の臼田真人副会長（産業戦略室委
員長）が「アベノミクスにより日本経済も幾分良くなっ
てきているが、印刷業はまだまだその恩恵を受けてい
ない。今年の目標はちょっとだけ一歩前へ出ましょう。
ちょっとだけ頑張りましょう。全印工連も応援します。」
と挨拶された。
　続いて、全印工連の生井専務理事から事業説明が行
われた。
　その後、印刷道～ソリューション・プロバイダーへ
の深化～と題して、産業デザイン室の鳥原久資氏の講
演が行われ、印刷業の過去から現在、そして将来の予
測について講演が行われた。
　講演会の後、分科会が開催され各委員会に別れて議
案の審議が行われた。
　岡山県工組からは、以下の役員がそれぞれの分科会
へ出席した。
・理事長会　安井英規理事長
・�経営革新マーケティング委員会　大塚泰文副理事長
池上鎌三郎青年部会長

・環境労務委員会　栗平靖彦専務理事　小山壱也青年部
・�組織活性化委員会　廣野景治副理事長　橋本清治副
理事長

・教育研修委員会　西尾源治郎副理事長
　分科会の後、全体会議で分科会の報告がそれぞれ行
われ、参加者全員の確認後、会議は終了した。

　平成 25 年度下期　「中国地区印刷協議会」開催

 喜瀬　清 会長

臼田真人 副会長

出　席　者

■平成 26 年２月 21 日（金）  ■ リーガロイヤルホテル広島
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　岡山県印刷関連産業協議会主催の「新年互礼会」が、
岡山県印刷工業組合、岡山県製本工業組合、ジャグラ
岡山県支部の各組合員と賛助会員（印刷関連産業）皆
さんが集い開催されました。
　互礼会の前に記念講演会が開催されました。講師は
岡山市経済局長の高次秀明様で、「岡山の街づくり」と
題して１時間講演をいただきました。
　講演会の後、国歌斉唱を参加者全員で行い、主催者
を代表して協議会会長安井英規氏が開会の挨拶を行い
ました。

　来賓の方からは、参議院議員片山虎之助氏、衆議院
議員山下たかし氏、岡山市長大森雅夫氏、県会議員佐
藤真治氏、市会議員吉本けんじ氏の皆様にご挨拶をい
ただきました。
　来賓の方々による鏡開きの後、土師健嗣副会長の音
頭で乾杯をし、懇談にはいりました。
　今回の参加者は 180 名で、今年１年がお互いに良い
年になるよう祈念し、最後は、大谷副会長の力強い１
本締めで閉会しました。

　平成 26 年　「新年互礼会」開催
■ 岡山県印刷関連産業協議会

■平成 26 年１月 17 日（金）  ■ アークホテル岡山

講演者　高次 経済局長 会長　安井英規 氏 片山虎之助 参議院議員 山下たかし 衆議院議員

佐藤真治 県会議員 大森雅夫 岡山市長 鏡　　開　　き
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「中小企業労働環境向上事業」実施報告｜平成 26 年１月～２月

　MUDについての基本的な研修であったが、印刷会社
の社会貢献事業として、またMUDを取り入れた企業
の実例や導入方法などの
紹介もあり、今後の取組
が期待されるセミナーで
あった。

期　日：２月１日（土）午後２時～５時
会　場：第一セントラルビル
講　師：�浦久保康裕�氏　全印工連MUD事業推進

室�副委員長
参加者：54名（組合員 38名、一般９名、学生７名）

「メディア・ユニバーサルデザイン」
セミナーの開催1

　印刷現場の労働環境改善のために実施、従業員の健康
管理のための現場管理について研修を行った。

期　日：２月 15日（土）午後１時～４時
会　場：アークホテル岡山
講　師：中央労働災害防止協会専門官　真鍋博司�氏
参加者：11社 28名
内　容：①印刷業を取り巻く現状と問題点
　　　　②有機溶剤中毒を防ぐための点検・確認作業
　　　　③粉じん作業のための対策のポイント
　　　　④危険感受性～危険の見つけ方のコツ～

「環境労働安全衛生セミナー」の開催2

　最近の労務問
題の事例や個々
の企業の対策、
助成金の活用方
法を講義。

期　日：２月 17日（月）
会　場：津山国際ホテル
講　師：あきた社会保険事務所　穐田恒雄�氏
参加者：10社 10名
内　容：「助成金と労務の話」

期　　日：２月 21日（金）
訪問企業：朝日精版印刷株式会社
　　　　　広島市西区商工センター７丁目５-52
代 表 者：代表取締役社長　喜瀬　清

津山支部「労務管理セミナー」の
開催3 「モデル企業見学会」の実施4

昨年 12 月 27 日に認可されました「中小企業労働環境向上事業」で、１・２月に実施された事業は以下の通りです。

　広島県工組の喜瀬理事長の会社を訪問見学させていた
だきました。特に、印刷関連だけでなく、CSR（社会貢献）
事業や IT 関連事業など業
態変革事業について説明を
受けました。参加者は安井
理事長、副理事長、池上青
年部会長、小山青年部会の
メンバーでした。
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全国青年印刷人協議会「第 27 回全国協議会」報告
■�期日　平成 26年２月 15日（土）　　■�場所　ウイングあいち

　全青協の全国協議会が、名古屋のウイングあいちで
２月 15日に開催され、岡山県工組の青年部会から、友
野宏史と橋本宗憲の２名が参加した。
　10時からのオープンセレモニーの後、基調講演が為
末�大氏と米倉誠一郎氏のお二人により行われた。
　第一部は、400 ｍハードルの元プロ陸上選手でオリ
ンピック出場経験もある「為末�大さん」の基調講演。
　実際、印刷業界とどう結びつきがあるのか？と思い、
拝聴していました。
　為末選手は当初は、100、200 ｍの短距離の選手で
有望視されたが、挫折し、ハードル選手に転向されま
した。
　視点をズラし考えた結果、「短距離を速く走る」ので
はなく、「世界の舞台に立って、一番をめざす」事を目
標と決め、独自の理論や練習方法でこれまでの栄光を
つかんだ、と言う内容でした。
　第二部の、米倉教授を交えたパネルディスカッショ
ンでは、印刷業界がどんどんペーパーレスの時代になっ
て行く中で、どんな打開策があるか、と言う質疑応答で、
印刷業のパネラーは、模索中など少し鈍い受け答えだっ
たかと思います。その中で印象に残ったのは、秋田県
の㈱東海林印刷さんの事例で、為末さんのように、視
点をズラし、ステージを換えることを選んだ結果、従
来の印刷をやめて介護施設の記録管理システムの開発、
販売に転向したという話でした。
　我々も本来印刷物のもつ、情報伝達性を中核として、
タイトルにもある、今までの常識をぶち壊し、新たな
視点や考えを持って、チャレンジし、自分の会社や業
界を変革して行かなければと考えさせられました。

全国協議会に参加して

　今回のテーマは「常識をぶち壊せ」でした。
　「常識」とは、紙の印刷物はなくならない、紙は減っ
てもなくなりはしないこと。
　ただ、これは業界の願望であって、現状では「紙の
需要」は減っており、価格競争も激しくなっています。
その原因は、長い間情報を表現する方法が「紙」でし
たが、現在は表現する方法がパソコンに始まり、スマー
トフォン、タブレットなどに変わってきています。
　では、印刷業はどうすればいいのか。改めて印刷会
社の強みは①情報の加工が出来る　②表現方法の幅を
持っている　③全業種が対象顧客である。
　「情報加工が出来る」は本当に強みですし、実はそう
いった仕事を元からしていたと思います。印刷会社が
「印刷業」と割り振られること自体が間違っていて、本
来印刷業は「情報加工産業」。そうなると表現する方法
が紙以外にも広がります。そのあたりに取り組むこと
が印刷業が生き残る一つの道ではないでしょうか。
　また、新しいことを考える時のキーワードとして
・グローバル化・地域・福祉・若い人の感性も言われま
した。
　自社の強みを再認識し、仮想顧客を見立て、印刷業
から情報加工産業となれるように日々アンテナを張っ
て取り組んでいく決意も必要であると感じました。
� （報告・友野宏史）
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A 1   対応の概要について

　近年、メンタルヘルスの問題が注目されています。しか
し、実際のところ、多くの企業にとってメンタルヘルス対
策はよくわからない、と言うのが実情ではないでしょうか。
　「○○君は元気がないが、うつ病なのだろうか？」「受診
を勧めたいが、本当に受診が必要かどうかわからない」「う
つ病と言ったら○○君を傷つけるのではないだろうか？」
　等どう対処すればいいかわからず、困っていらっしゃる
方も多いと思います。対処法の一例をご紹介いたします。
⑴　�顔色が悪い、又は休み明けの遅刻や欠勤が多いな

ど、あくまでも身体症状の異常を理由に、会社で
よく知っている医師の受診を勧める。

⑵　事前に医師に会社での状態を伝えておく。
⑶　�診察の結果必要があれば、医師から精神科受診を

勧めてもらう。
　本人も医師の指示だと従いやすいものです。この方法だ
と最後まで上司として本人の味方でいることができます。

A 2   具体的な対応について

⑴うつ病のサイン
　心の不調は発見が遅れると深刻な事態になる可能性
がありますから、管理者はいち早くサインをつかまな
ければなりません。不調のある人は、病気を隠そうと
して言葉では「大丈夫です」と回答することがあります。
その為、態度・表情・行動など、非言語的コミュニケー
ションに注意してください。

　①昼食を今まで皆ととっていたのに、一人でとるよ
うになった。②最近、よく下を向いて歩いていることが
多くなった。③重い足取りで歩いている。④会議中に
ぼーっとしている。⑤口数が少なくなった。⑥席を離れ
ている時間が長くなった。⑦急に感情的になることが増
えた。などが、「うつ病」のサインとして考えられます。
⑵具体的な声かけについて
　いきなり心の不調に言及せず、コンディション・調
子と言うような言葉で尋ねてみてください。
〈例〉「人一倍頑張り屋の君が、最近少し元気がないよ
うに見えるけど、調子はどう？仕事がやりにくくなっ
ていることがあれば何か手伝いたいと思うけど、私に
出来ることがあるだろうか？」
　ポイントは、メンタルヘルスの問題だと考えられて
も仕事のパフォーマンスの話題から話すこと、病気を
強調するのではなく、仕事がしにくくなっていないか、
と言うところに重点をおいて話しかけてみてください。
　医師に受診を勧める場合の言い方は、「心配だなあ、
一度お医者さんに診てもらったらどう。平日に休んでも
らってもいいから。何でもなければ安心できるだろう。」
　受診を拒んでいる場合は、「受診してすごくよくなって
いる人も多いということだよ。」と声かけしてみてください。
　メンタルヘルス不調の人は、周囲から偏見を持たれ
るのが嫌いで医療機関の受診が遅れてしまうことが少
なくありません。医療機関を勧める場合も、うつ、病
気という言葉を避け、調子、コンディションのような
直接的でない言葉を使われることをお勧めします。管
理職の責務は、医療機関につなぐことです。専門家に
相談しながら進めて下さい。

労務問題

Q

A
社会保険労務士　穐田　恒雄

& ??Q
うつ病の疑いがある従業員がいるのですが、
どのように対処すれば良いのでしょうか？



2014 年 3 月No. 349

7

おかやまいんさつつうしん　Printing Journal Okayama

 支 部 だ よ り
津山支部

「労務管理セミナー」と支部会を開催
　２月 17日（月）、津山国際ホテルで「労務管理セミ
ナー」が開催された。
　このセミナーは、岡山地区では年２回開催されてい
るが、津山支部については別に開催されている。
　当日は、あきた労務管理事務所の穐田恒雄氏により
「知って得する助成金と労務問題」と題してセミナーが
開催された。
　参加者は、10社 10 人で組合からは廣野組織担当委
員長と栗平専務理事も出席し廣野委員長からは、「印
刷道」や「CSR」、「MUD」についての説明が行われ、������
栗平専務理事からは、消費増税に対する対応や事業計
画について説明が行われた。

 組 合 員 の 動 き
〈新規加入〉
会社名　株式会社　プリント・ケイ
代表者　代表取締役　木村　邦彦
住　所　岡山市北区野田４丁目 11-1
加入月　平成 25年 12月１日

〈代表者変更〉
岡山南支部　株式会社　広進社印刷
　　　　　　代表取締役　味谷　剛志
　　　　　　（前社長味谷政治氏は取締役会長に就任）

　協議会主催の第７回親睦ボウリング大会が、１月 26
日（日）に開催された。
　当日は、安井会長も競技に参加。会員 10社の 28名
が参加。楽しい一時の親睦ボウリング大会でした。
上位入賞者（２ゲームトータル）敬称略
　優勝　襟立　裕敬（シンコー印刷）
　２位　瀧本淳一郎（友野印刷）
　３位　小松　新司（PKC高速印刷）
　４位　中田　陽介（PKC高速印刷）
　５位　難波　美幸（友野印刷）

安井会長から優勝者の襟立さんに賞品授与

協議会ニュース

「第７回親睦ボウリング大会」開催
●日時　１月26日（日）��●場所　岡山ヤングボウル
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「ＭＵＤ教育検定３級」受験者募集中
検定日：平成 26 年５月 17 日（土）
会　場：岡山県立図書館

※申込み、問い合わせは、岡山県印刷工業組合事務局へ

TEL（086）223-6351

 お 知 ら せ


